
（別記第１号様式）

年 月 日

　鹿児島県教育委員会　殿

記

〒 TEL FAX

申請者の 郡 町

職 氏 名 市

引率責任者 郡 町

の 職 氏 名 市

宿泊人員

(講師を含む)

　注　１　研修日程計画書ならびに名簿を添付すること。

　　　２　勤労青年とは25才以下で，学生でない方のことです。

R

R

住 所

幼 児

人

人

勤 労 青 年

日

人

人

人

人

人

男 女

月

入所
日時

退所
日時

第
１
希
望

年

年

その他の
参考事項

別紙（研修日程計画書）のとおり研修日程
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青少年研修センター使用許可申請書
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　 下 記 の と お り ， 青 少 年 研 修 セ ン タ ー を 使 用 し た い の で，

許 可 く だ さ る よ う 申 請 し ま す 。　　　　　　　　　　　　
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（第３号様式）

年 月 日

　鹿児島県教育委員会　殿

記

〒 TEL FAX

申 請 者 の 郡 町

職 氏 名 市

引 率 責 任 者 郡 町

の 職 氏 名 市

宿 泊 人 員

（ 講 師 を 含 む ）

免除（減額）を

受 け る 理 由

※

円 × 人 × 100 ／ 100 ＝ 円

円 × 人 × 50 ／ 100 ＝ 円

使 用 料 の 免 除 円 × 1 泊 人 × 100 ／ 100 ＝ 円

円 × 泊 × 人 × 50 ／ 100 ＝ 円
（減額）の見込額

円 × 1 泊 × 人 × 100 ／ 100 ＝ 円

円 × 泊 × 人 × 50 ／ 100 ＝ 円

計 円
免 除 （ 減 額 ）

決 定 額

　注　※印は，記入不要
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下記 につ いて ，鹿 児島 県青少 年社 会教育施設の設置及び管理に関す

名 称

職 氏 名

名 称

令和 0

0

0

0

0

0

住 所

書 類 を 添 え て 申 請 し ま す 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高 等 学 校
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円

※

キ ャ ン プ 場

円
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１　人

※

１　人

円
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す べ き 使 用 料
※

１　人

１　人

使用規程第５条第１項第
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0

0

0

宿 泊 棟



研修人員 男 人 女 人 計 人 職 氏名

宿泊人員 男 人 女 人 計 人 ～

朝食注文数

～7:50

5 月 ○

12 日

土 曜 人

月  

日

曜 人

月  

日

曜 人

月  

日

曜 人

月

日

曜 人

月  

日

曜 人

　〈注意〉１　当センターに指導を依頼希望される場合は，□の中に○印をしてください。
　　　　　２　注文食事数は，各食事ごとに記入してください。記入がない場合は，必要のないものとみなします。
　　　　　３　「弁当持参」や「食材依頼」のときは，その旨を食事注文数のところに記入してください。
　　　　　４　野外活動には，必ず雨天プログラムも記入してください。

　スタンツ数３

第
4
日

プログラム

雨天プﾛグﾗﾑ等 人

○人×グループ数

人

第
5
日

プログラム

○人×グループ数

人雨天プﾛグﾗﾑ等 人

第
2
日

プログラム

第
3
日

プログラム

人

○人×グループ数

雨天プﾛグﾗﾑ等 人

○人×グループ数

雨天プﾛグﾗﾑ等 人 人

第
1
日

プログラム

○人×グループ数

雨天プﾛグﾗﾑ等 人 人

交歓タイム

～16:50

昼食注文数

12:00～

夕食注文数

18:00～

人

弁当持参 ９人×５Ｇ，10人×５Ｇ

室内運動会

13:30～16:00

フィールドアスレチック

研 修 Ⅲ

19:20～20:30

灯のつどい

(別紙)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研　修　日　程　計　画　書

雨天プﾛグﾗﾑ等

○人×グループ数

出会いのつどい

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

○

生　活　時　間

（

例
）

電話

95

人

団 体 名 0 引率責任者

プログラム

9:30～12:00

○

研修会名 0 使用時間

区　　　分 研 修 Ⅱ研 修 Ⅰ



県立青少年研修センター　食事申込書 No.１

期　日

食　数

小 食 食 食 食 食

中 食 食 食 食 食

小 食 食 食 食 食

中 食 食 食 食 食

小 食 食 食 食 食

中 食 食 食 食 食

小 食 食 食 食 食

中 食 食 食 食 食

ﾒﾆｭｰ

小 食 食 食 食 食

中 食 食 食 食 食

ﾒﾆｭｰ

小 食 食 食 食 食

中 食 食 食 食 食

食 食 食 食 食 小学３年生以下で,５人以上からの

食 食 食 食 食 申込になります。

食 食 食 食 食

１　区分の欄について　　（　小：小学生以下　　　中：中学生以上　）

２　弁当注文の場合は，備考欄にお茶注文の有無と受取希望時間を記入してください。（500mlﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ：150円）

3　野外炊事の場合は，備考欄に班の人数構成を記入してください。　（例：12人×３ｸﾞﾙｰﾌﾟ   * １ｸﾞﾙｰﾌﾟは８～12人で編成します）

　  また，昼食・夕食については，ﾒﾆｭｰ欄にﾒﾆｭｰを記入してください。[ ﾒﾆｭｰ ： ｶﾚｰ， 炊き込みご飯・豚汁， ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ]

4　その他の特別料理等を希望する場合は，事前に連絡のうえ，備考欄にその内容を記入してください。

（料金を算出してご記入ください。）

食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

炊込ご飯・ 食　＝

豚汁 食　＝

ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ 食　＝

食　＝

食　＝

食　＝

１　食事代は，銀行振込または現金にて直接，食堂へお支払いください。 食堂電話番号（ＦＡＸ兼用）

　※　銀行振込の振込手数料は団体負担となります。 ０９９－２９４－３７０６

　※　振込先等については，伊田食品（本部）までお問い合わせください。 伊田食品（本部）

2　食数の変更は，原則３日前までに直接食堂へ連絡してください。 ０９９－２５７－３７３７

3　食物アレルギーに関することは，別紙様式にて報告してください。

一　般 (給食米申請学校)

　×

　×

　×

　×

　×

　×

円

円

円

　×

　×

円

円

円

円

円

円

円

円

円

　×

　×

　×

　×

　×

　×

630

620

520

510

410

400

690

420

410

670

590

580

お
子
様

朝食　350円

昼食　510円

夕食　590円

　～　

団　体　名

申　込　責　任　者

備　　考

食
堂
利
用

朝　食

昼　食

夕　食

使　用　期　間

区分

野
外
炊
事
利
用

朝　食

昼　食

夕　食

連絡先電話番号

記入の仕方について

食　事　料　金

食
堂
利
用

朝　食

昼　食

夕　食

野
外
炊
事
利
用

朝　食

カレー

中学生以上

小学生以下

中学生以上

小学生以下

中学生以上

小学生以下

中学生以上

小学生以下

中学生以上

小学生以下

中学生以上

小学生以下

区　分

そ
の
他

円

円

円

円

　×

　×

合　　計

920



No. 1

( 泊 日 ）

例 ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

３　「好き嫌い」は対象外です。アレルギー表示対象28品目を中心にお書きください。

ク
ラ
ス

氏　名

エ
ピ
ペ
ン
の
所
持

食物アレルギー調査票 【アレルギー表示対象28品目】

研 修 期 間 表示義務７品目 乳，小麦，落花生，卵，えび，かに，そば 

団 体 名

表示推奨21品目

牛肉，豚肉，鶏肉，いか，さけ，さば，大豆，やまいも，
バナナ，りんご，もも，オレンジ，キウイフルーツ，
ごま，ゼラチン，くるみ，カシューナッツ，あわび，
いくら，まつたけ，アーモンド

１　食事申込書と一緒に利用の15日前までに提出してください。
２　対象者がいない場合は，「該当者なし」と明記してください。

アレルギーの程度
特記事項

か
に

全く
食べられない

条件によっては食べられる

つなぎ
程度の
利用な
ら可

(アナフィラキシーなど，
食した時に現れる症状等)

分ける
必要あ
り

分ける
必要な
し

エキス
も不可

乳加
工品

提供
なし

そ
ば

その他

〔左記以外のアレルギー
品目を具体的に記載）

味
付
け
の
り

ふ
り
か
け

　～　

(※１) (※３)

卵加
工品 エキス

なら可

調理油 エキス
自分で
取り除
けば可

加熱し
てあれ
ば可

牛乳

落
花
生

乳

小
麦

卵

加熱
調理

(※２)

生での提供なし

え
び

アナフィラキシー反応
詳細は別途相談したい

〃 発熱・発疹

青少　研一 ○ ○

赤崩　緑 口の周りに発疹，下痢

〔注釈〕(※１) バター，チーズ，プリン等  (※２) ゆで卵，卵焼き，スクランブルエッグ等  (※３) マヨネーズ，ハンバーグ，かまぼこ，フライつなぎ等

※　一人の研修生について，該当する品目が複数ある場合は，品目ごとにそれぞれ記載してください。

じんましん〃 ○

さば

牛肉




